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田岡嶺雲とその時代
―ある明治の青春―
朱　　　　　琳
Taoka Reiun and His Times―A Youth in Meiji
ZHU Lin
 During the reaction against Europeanism （欧化主義） in the 
second decade of the Meiji era, Democraticism （平民主義） and 
Nationalism （国粋主義） became two large currents which very 
much inﬂ uenced the youth. It is very much interesting how the 
intellectual young, who have received the baptism of western 
civilization even as they use as scholarly and ideological departure 
point their learning of Sinology, could have achieved self-formation 
while experiencing the setbacks and ideological conﬂ icts of youth.
 In this paper, I focus once again on Taoka Reiun （1870－1920）, 
who is considered to be “one of the forgotten thinkers”. The 
objective is to cast in sharp relief one aspect of an intellectual who 
lived in turbulent times. This involves clarifying how he, whose 
works have often been declared forbidden, wrote critically of the 
situation at that time of domestic politics and foreign policy, or how 
he stood fast in his position of making political commentaries 
amidst the realities and tense conﬂ ict of awareness of those times, 
or how he felt or viewed China at that time, or what message he 
intended to convey.
 Firstly, I will consider the third trip to China of Reiun, who 
dreamt for a long time of going to continent. Next, I will focus on 
the social problem in domestic politics and investigate Reiun’s idea 
of instigating the “2nd Revolution” （overthrowing the “rich cliques”） 
following the Meiji Revolution. Furthermore, with regards to foreign 
policy, I will analyze his philosophy which espouses the “boosting of 
the Oriental civilization” as well as the “East Asian Great Alliance”.
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　嶺雲子頻りに志を当世に得ず、作州に赴き、水戸に遊び、海を超えて滬上に入
り、転じて北清修羅の巷に往き、帰て九州に放浪し、黄薇に寓して筆を『中国民
報』に執り、又奇禍を買て獄に投ぜらるること二週、何ぞ其命の数奇にして、転蓬
萍遊の繁なるや。世の子を容るゝ能はざるの故か、抑もまた子の世と相容るゝ能は
ざるの故なるか。罪世にあるか、子自ら取るの咎なるか。（ 5：125）
 　―笹川臨風「序」田岡嶺雲『下獄記』1）
　兄は恐らく天成の一種の性格である。一面玲瓏玉の如き心胸を持てると共に、一
面熱烈な革命的気分を有つた時代の反抗児である。敬虔なる読書子、真摯なる学究
であると同時に、絶えず現制度の破壊と人類社会の改造を念とせる時勢評論家であ
る。漢文科出身の人としては、稀有な新智識と新思想を有つた人であると同時に、
容易に大陸文明に感
か
染
ぶ
れざる人である。（ 5：423）
 　―徳田秋声「序」田岡嶺雲『数奇伝』2）
　明治維新直後の文明開化と自由民権運動に続き、明治二十年代は、憲法
発布、国会開設、日清戦争など一連の出来事により明治国家体制が確立さ
れつつあった時期であった。また、この時期に、「欧化主義」への反動のな
かで、「平民主義」と「国粋主義」が若者の集団に打ち出され、また多くの
若者を巻き込み、彼らに深い影響を与えた二つの大きな流れとなった。漢
 1） 笹川臨風「序」田岡嶺雲『下獄記』文武堂、1901年。以下、田岡嶺雲の文章の引用
にあたっては、読みやすさと検証の便を図るため、『田岡嶺雲全集』（西田勝編、法
政大学出版局）の該当頁数を記す。例えば、（1：365‒367）は第 1巻365‒367頁を表
わす。
 2） 田岡嶺雲『数奇伝』玄黄社、1912年。
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学の教養を学問や思想の出発点としながらも西洋文明の洗礼を受けた知識
青年が、東と西、新と旧が入り混じりながら錯綜を極めた時代において、
どのように青春の蹉跌や思想的葛藤を体験しつつ主体形成を果たしたのか、
興味深いことである。本稿は田岡嶺雲（1870～1912）という人物を通じて
彼の生きたその時代を眺め、ある明治の青春の軌跡をたどってみたい。
　嶺雲は、かつて「忘れられた思想家の一人」であり、その関連資料も「冷
遇された資料」とされた。この埋もれた思想家を発掘した功は、家永三郎
や西田勝らの先駆的研究に帰すべきであろう3）。1912年の死去から最初の全
集が出された1969年までの間、57年間の歳月が隔たったことは、この点を
よく物語っている。最近、全集のなかの一巻が新たに出版されたが、嶺雲
の思想の全貌を知るにはまだ時間がかかりそうである4）。
　病床で四十年の生涯を回顧しながら綴った自伝『数奇伝』のタイトルの
通り、嶺雲はまさに数奇な人生を生きていた。生来貧弱で、生涯に病気で
退学したり仕事を中断したりしたことはしばしばあった。友人らと『東亜
説林』、『青年文』、『江湖文学』、『天鼓』を相次いで創刊し、『万朝報』、『い
はらき』、『九州日報』、『中国民報』などの記者・主筆を務めたが、思想的
に危険視され、自身の著作の多くが発禁処分を受けていた 5）。「天下の書を
 3） 「両氏らの嶺雲再評価あたりが（そればかりではないとしても）、嶺雲著書の書価を
引き上げて、今は入手した時の十倍乃至数十倍の高値を呼んでいる」（吉田精一「田
岡嶺雲⑴」『国文学　解釈と鑑賞』31‒7、1966年 5 月、141頁）。なお、嶺雲関連資
料に関しては、鈴木一正の整理がよい参考になる。鈴木一正「田岡嶺雲参考文献目
録―昭和21年～平成15年」『国文学研究資料館紀要・文学研究篇』31、2005年；同
「田岡嶺雲参考文献目録―明治25年～昭和19年」『国文学研究資料館紀要・文学研
究篇』32、2006年。嶺雲についての唯一の評伝において、家永三郎は、「彼は価値の
ない思想家であったが故に忘れられたのではなく、反対に彼の価値があまりに高か
ったが故に忘れ去られる条件を作り出したのであることを看過してはならぬ。なぜ
ならば、彼の代表著作がことごとく発売禁止になったということが、それ自体彼の
筆力のいかに鋭かったかを物語っているからである」（家永三郎『数奇なる思想家の
生涯―田岡嶺雲の人と思想』岩波新書、1955年、 6頁）と指摘する。
 4） 『田岡嶺雲全集』は八巻で構成されているが、第 5巻（1969年）、第 1巻（1973年）、
第 2巻（1987年）、第 3巻（2011年）の順でようやく四巻が世に出されている。
 5） 「「危険のないやうな奴」ばかりを選んで出した『病中放浪』までが発禁になったの
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焚き天下の儒を坑にするも一法なり。天下の口を鉗し、天下の筆を縛する
も亦た一法なり」（2：266）6）と若き日に厳しく批判した焚書坑儒の刑に皮
肉にも自らがかけられた。しかし、一方で、嶺雲は友情に恵まれ、その著
書に必ず何人かの親友が懇切な序文を寄せている。「赤門文士」をはじめジ
ャーナリズム世界の錚々たる顔が揃っており、その幅広さと多彩さは嶺雲
の人間的魅力および思想の複雑性をある意味で物語れる。このような時代
の先頭に勇敢に立って反体制的な言論を繰り返して毫も憚らない明治の文
学評論家・文明批評家にいま一度立ち戻って読み直すことは、決して無意
味ではない。
　本稿は田岡嶺雲に再び焦点を絞り、作品がしばしば発禁処分をさせられ
た彼が、内政と外交の両面において、どのように時代状況に対して鋭鋒の
筆を振るい、その時代の現実との張りつめた意識的対峙のなかで政治を論
評する立場を貫いたのか、また、当時の中国で何を見、何を感じ、どのメ
ッセージを伝えようとしたのか、などを明らかにし、激動の時代を生きた
知識人の一側面を浮き彫りにさせることを目的とする。
一、大陸雄飛の夢を抱く
　田岡嶺雲は生涯に三度の中国行を果たした。すなわち、①1899年 5 月～
1900年 6 月7）、上海の日本語学校東文学社の日本人教習として、②1900年 6
は、嶺雲が自嘲するように、「やはり根本が悪」かったからであろうか。とすると、
発禁になった著作の内容の如何よりも、著者嶺雲の人間そのものが、あるいはその
思想の根幹が、安寧秩序を害する点を含んでいたということになろう」（岡林清水ほ
か著『田岡嶺雲―思想と文学』土佐出版社、1987年、46‒47頁）。
 6） 「民を愚にする法」『江湖文学』 1、1896年11月20日。
 7） 『数奇伝』第十三章第四節に「前年長崎を去つた時は恰も家々に五月幟の飜めく端午
の節句の日であつた、帰つた時も亦同じく五月五日であつた」（5：610）と記されて
いる一方で、『戦袍余塵』において「六月四日、我は痾を抱いて上海より崎陽に帰れ
り」（5：11）とする。西田勝の解題によれば、「当時は地方では「端午の節句」など
は旧暦で祝うことが普通であったから、その間の区別が嶺雲の記憶の中で混乱した
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月～ 7月、『九州日報』の特派記者として、③1905年 9 月～1907年 5 月、蘇
州の江蘇師範学堂の教習として、の三度の清国滞在であった。①は日清戦
争後、②は北清事変のさなか、③は日露戦争後、それぞれ特殊な時代背景
が、当然のことながら嶺雲の見聞や感想にも現れている。三度の中国行に
関しては、嶺雲自身の言葉を借りてそれぞれ「大陸飛躍」・「戦袍余塵」・
「姑蘇の風月」の三つのキーワードにまとめてもよいだろう。
1．「大陸飛躍」
　1880年、杉田定一（1851～1929）の『経世新論』が発禁になったが、嶺
雲少年はそれを伝写して愛読した。そのなかの「東洋恢復論」の一節に次
のような記述がある。
　方今吾儕同胞ノ最大急務ハ〔、〕亜細亜全土ノ衰運ヲ挽回スルヲ棄テ
何ゾヤ〔。〕（中略）吾儕同胞〔、〕天賜活発〔、〕独立ノ精神ヲ霍揮シ
〔、〕百戦艱難〔、〕亜細亜全土六億万民数千百年以来卑屈怯懦ノ迷夢ヲ
醒風血雨ノ間ニ一洗シ〔、〕天地ノ真理〔、〕宇内ノ公道ニ則リ〔、〕不
羈自由ノ制度ヲ劃立シ〔、〕進ンテ雌雄ヲ欧米諸国ト全地球上ニ争ヒ
〔、〕以テ宇内ノ平均ヲ取ル、是也矣〔。〕（「東洋恢復論」『経世新論』
十二丁）
　「東洋恢復」の意識に漢文の教養を加え、嶺雲が大陸に渡るという夢を抱
くようになったのも自然のことであろう。また、嶺雲が帝国大学文科大学
の漢文科選科を卒業した時、ちょうど日清戦争が勃発した。当時、東京本
郷弥生町の彼の下宿屋に、中野逍遥（1867～1894）、笹川臨風（1870～
1949）、藤田剣峰（1869～1929）、白河鯉洋（1874～1919）、藤岡東圃（1870
～1910）、藤井紫影（1868～1946）などの国文科・漢文科の書生が集まって
のではなかろうか」（5：814）といい、 6月 4日帰国説をとる。
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天下国家を熱論し、この青年放談のサロンが「夜鬼窟」8）と称された。11月
に、嶺雲らは東亜学院を設立し、雑誌『東亜説林』を創刊した。さらに、
翌年 2月に、彼は山縣五十雄（1869～1959）とともに『青年文』を発刊し、
主筆として健筆を振るい、「青年文に拠りて、文壇の一方に雄視せしころ
は、これ嶺雲の全盛時代なりき」9）と言われる。
　日清戦争に日本が勝利したその時期のことについて、嶺雲は次のように
回想している。
　遼東半島を分割せしめて日本の領土とした媾和条約が馬関で訂せら
れた時、予は恰も学校生活を卒へた際であつた、吾等は心竊かに我が
活動の舞台の出来たのを喜んだ。少時から政治運動の渦中に生長した
吾等には、豪放な志士的行動が寧ろ理想であつた、且つ学者として立
つには吾等の頭脳はあまりに粗大で非組織的であつた。大陸に飛躍す
る！漢学を専門とした吾等には支那大陸が唯一の好舞台と信じてゐた。
（5：605）10）
　しかし、直後の三国干渉による遼東還付は、嶺雲らを大いに失望させた。
「吾等は伊藤侯を秦檜以上の奸物の様におもつた、吾等は唯譯もなく我が外
交の軟弱を憤慨した。併し機会さへあれば、支那に行かうとの志は抱いて
 8） 「夜鬼窟は余が当年の寓を指して之をいふ。往年同人相謀つて『東亜説林』を出だす
や余が寓常に同人間の梁山伯
ママ
たり、時に政治界に躍起の語行はる、同人の言論皆粗
放にして、文界の一躍起連たり、余其躍起の言音相近きにより寓を名づけて夜鬼窟
といふ」（2：408）（田岡嶺雲「金蘭記」1897年 8 月か 9 月、『うろこ雲』嵩山房、
1905年）。
 9） 大町桂月「序」田岡嶺雲『嶺雲揺曳』新声社、1899年。また、「二十年前の青年思想
界を風靡したのは雑誌「青年界
ママ
」である。当時の青年にしてその雑誌を読む人にし
て先づ第一に嶺雲の署名ある記事に憧憬の眼を開かなかつた者はない。斯くて熱烈
火の如くなる氏の思想は青年の胸を焼きつくさなければ止まないのであつた。氏の
文名はこの時よりして漸く高く、青年文士が崇拝の中心となつた」（『読売新聞』1912
年 9 月 8 日）という。
10） 田岡嶺雲『数奇伝』玄黄社、1912年。
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忘れなかつた」（5：606）と日本外交の軟弱に憤慨した11）。
　一方で、日清戦争の敗北を契機に、列強の中国進出、勢力圏分割の競争
が一層激しくなり、強い危機意識のもとで、変法志士による「自強」運動
が起こり、日本の維新に学ぶために多くの日本人教習が清国に招聘される
ようになった。嶺雲は清国のこの新風潮にいち早く注目し、「予の志は益々
熱して来た」（5：606）と意欲満々であった12）。1899年 5 月に、彼の渡清の
素志はようやく実現した。
　彼が赴任した東文学社は、羅振玉（1866～1940）が1898年 2 月に上海で
設立した中国最初の日本語学校であり、1900年に閉鎖されるまで数多くの
日本語翻訳者の人材を育成し、日本の書籍を大量に翻訳した。西洋史学を
率先して中国史、東洋史に導入した那珂通世（1851～1908）の『支那通史』
や桑原隲蔵（1871～1931）の『中等東洋史』は、ともに東文学社から翻刻
出版された。嶺雲の赴任はすでに東文学社にいた親友の藤田剣峰の紹介に
よるものであり、二人の学生に王国維（1877～1927）という人がいた13）。後
にカント、ショーペンハウアーなどの研究に対する深い造詣のある王国維
は、嶺雲の文集から初めてこの二人の哲学者のことを知ったのである14）。
　嶺雲には日本語を教えるのにあまり感興が起こらなかったようであるが、
「思想の上に或変動を生じ」（5：607）、上海での一年は自身にとって「無
意味では無かつた」（5：607）という15）。彼にとっての「一の大事」（5：
11） 同上。
12） 同上。
13） 「窮困の愈よ逼つた際、恰も支那に在る藤田剣峰から渡清を勧めて来た」（5：673）
（田岡嶺雲『数奇伝』玄黄社、1912年）。
14） 原文は「余一日見田岡君之文集中有引汗徳（康徳）、叔本華之哲学者、心甚喜之。顧
文字䯮隔、自以為終身無読二氏之書之日矣」（陳鴻祥『王国維年譜』斉魯書社、1991
年、43頁）である。なお、東文学社における日中知識人の交流について、須川照一
「「上海時代」の藤田剣峯・王国維雑記」（『東方学』66、1983年）、銭鴎「羅振玉・王
国維と明治日本学界との出会い―『農学報』・東文学社時代をめぐって」（『中国文学
報』55、1997年）を参照。
15） 田岡嶺雲『数奇伝』玄黄社、1912年。
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607）は何か。具体的に次のように説明されている。
　従来予は一種の偏狭なる国粋主義に感染してゐた。明治二十年頃の
欧化主義に対する反動の思想が一時を風靡した其頃の空気の中に予等
の思想は育て上げられた者である。夫れに自分の専門とした学問が漢
学といふ様な古典的な動もすれば頑陋に陥り易い者であつたことが、
何時となく予を自国の長所のみを認めて、自国を世界唯一の国柄と妄
想する一種の偏見に導いてゐた。（5：607）16）
　彼の目に映った上海は、「支那の一開港場といふ名の下に、実際は方幾里
かに縮図せられた小世界である、世界の民を集めて成つた一の小共和国で
ある、黄白黒あらゆる種類の人種を一区に集めて、（中略）宛然たる人類の
共進会である、風俗の博覧会である」（5：607‒608）。さらに、「予は世界
の大を教へられ、世界の広きを教へられた、人は国民として以外、世界の
人類のために、天下の人道のために竭くさゞる可からざる者たることを教
へられた」（5：608）と、上海での見聞と対照的に、嶺雲は自らの元来の
認識を「井蛙の陋見」（5：608）として恥じている17）。
　上海で主に教育に携わったので、嶺雲から見れば、「夢想してゐた大陸飛
躍といふやうな方面とは全く没交渉であつた」（5：608）。彼と交わりのあ
った人の多くは康有為（1858～1927）一派の人であり、とりわけ文廷式
（1856～1904）、汪康年（1860～1911）、唐才常（1867～1900）が彼には印象
的だったようである。しかし、「其交は単に読書人としての交で、相結んで
風雲の変を期待する志士としての交では無かつた」（5：609）と、「大陸飛
躍」が理想だった嶺雲にはいささか期待はずれの感があったことは否めな
い18）。
16） 同上。
17） 同上。
18） 同上。
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2．「戦袍余塵」
　1900年 6 月、嶺雲は病気療養のため上海から帰国した際、途中福岡に立
ち寄り、親友で当時『九州日報』の主筆を務める白河鯉洋を訪ねた。ちょ
うどこの時期義和団の騒乱が起こり、鯉洋の慫慂に加え、「日清戦争を観得
なかつた予は、此度の事件を戦争なるものを実験するに又と得べからざる
機会と想つた」（5：611）19）ので、嶺雲はそのまま『九州日報』の特派員と
して北清事変に従軍した。彼は観戦のルポルタージュを同紙に掲載し、記
事や書簡などを「戦袍余塵」にまとめた20）。彼の見方では、日清戦争の重点
は戦争の勝敗にあるのに対し、北清事変の重点は事件自身にあらず、「国際
的問題」（5：12）にあり、「之に尋で起る清国処分問題に於ける列国との
均勢の上にある」（5：16）。「義和団の一挙によりて惹起されたる列国の運
動は、即ち或は清国の運命を決する所あり、解釈されんとして解釈せらるゝ
を得ざりし極東問題は、これによつて解釈の端緒を啓くことあるべきを以
て也」（5：12）という21）。つまり、「極東問題」に大きな関心を寄せ一度こ
の目で確かめてみたいということが嶺雲が従軍記者になった決定的な要因
である。
　従軍中、戦争の悲惨さを目の当たりにした嶺雲は、文学者特有の筆致で
戦争の悪をむき出し、戦争一般を罪悪として否定している。
　想ひやる、兵三千、千里の天涯に出征して、戈を枕の夢穏ならず、
陣中心あてに東の方を望みて、閭に倚るの親を想ひ、孤閨の妻を懐ひ、
19） 同上。
20） 「今歳六月、嶺雲病を得て上海より帰り、来りて吾家に寓するや、時恰も北清頻りに
警を伝へ来る、吾れ私かに思へらく、団匪の変の如きは日を期して平定しうべし、
唯憂ふべきは乱後清国の処置なり、君盍ぞ去りて北京外交の縦横を視ざると、嶺雲
亦以て然りとし、意を決して即ち起つ、吾れ私かに彼れが病後羸弱の身を以て我が
言に一諾するの意気に泣けりき」（白河鯉洋「嶺雲に謝す」『九州日報』1900年 8 月
9 日）。なお、「戦袍余塵」は1900年 9 月、宮崎来城との共著『侠文章』の一部とし
て大学館から出版された。
21） 「戦袍余塵」田岡嶺雲・宮崎来城『侠文章』大学館、1900年。
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たまゝゝ晝の疲に、眠り得たる者も、夢魂いづれか故山に飛ぶに非ざ
らん、一たび敵と相接せば明日知れぬ命を、せめて今宵のはかなき夢
にや楽むらん、哀れなるは兵士の身よ、命を鋒刄の間に落して、骨を
異郷の土に枯らすも、其そゝげる血は、徒らに将官の胸を飾るの勲章
となるのみ。誰とも知れぬ遺髪僅に妻子の手に撫せられて、異域の孤
墳永く吊するなきの鬼となる。我は此哀れなる兵士の身を懐ひて、惻
然として立ち、感慨胸を塡めて暫くは去りも得ず、裂帛一声杜鵑東に
向ひ飛ぶ、あはれ満営の兵士の情を齎らして、故山の空に血をや啼く
らん。（5：32‒33）22）
　さらに、嶺雲は戦争の必要悪を認めつつも、次のように打ち明けている。
　我は初め一国の進運を促すものが革命たるが如く、世界の進運を促
すものは国と国との戦なりと信じたりし也。而かも今目のあたり、戦
の苦と惨とを睹るに於て、血を以て買はざるべからざる戦の利の、あ
まりに高きを感じて、我は非戦論者たらざらんと欲するも能はざる也。
（5：69）23）
3．「姑蘇の風月」
　前述したとおり、1899年 5 月、嶺雲は一回目の中国行を果たした。赴任
先の上海の繁華と喧騒に飽き、息抜きとして、 8月に小旅行で蘇州へ行っ
た。上海で辮髪の人を除けば、「一切の事物、皆欧風を帯ぶ」（2：648）の
で、上海にいても中国にいるという実感が湧いてこないが、蘇州に来て初
めて中国を見たとする。嶺雲は、漢文学の世界が実在の風景として目の前
に現れたのに感激し、張継の詩「楓橋夜泊」の跡を偲びながら、「江楓漁
22） 同上。
23） 同上。
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火」、寒山寺の「夜半鐘声」などを身をもって実感したことを「姑蘇の風
月」という美文に綴っている24）。
　彼が再度蘇州の地を踏んだのは、六年後1905年 9 月に江蘇師範学堂に赴
任したときである。二年間の蘇州生活において、それまでに「飲み尽くし
た苦い経験」（5：682）を反省し、前回上海での「放逸不検束」（5：680）
の生活に対する「慚愧と悔恨」（5：680）の念にかられ、「予の性行は青年
時代の刺激を求める刺激に反抗する華やかさより、一転して着実な質素な
方面に嚮はんとするに至つた」（5：682）と嶺雲は回想している。古本屋
や骨董屋に出入りしたりし、「古本を買ふのが此頃の唯一つの道楽であつ
た。一週十幾時間教場に立つ外は多く書籍に親しんだ」（5：681）。そして、
この時期、嶺雲は「従来鄙吝な事と賎しめてゐた」（5：682）貯蓄という
ことも生まれて初めて始めた。
　卑しい者、汚らはしき者と貶しながら其金の為めに絶えず受けた圧
迫や恥辱や束縛や屈従やに対する恨みは、深く胸に刻まれてゐた。金
を使ひ得ず、金にのみ使はるゝ情無さを沁々と味うてゐた。固より富
を積み産を殖やすが如きことは予には出来ぬ、而してセメては清く高
く己の欲するまゝに身を持し得るだけの資を得たいといふ心が常に念
頭にあつた。始めて此が実行の機を得たのである。（ 5：682）25）
24） 「姑蘇の風月〔改稿〕」『太陽』5‒23、1899年10月20日（同年 9月20‒23日『土陽新聞』
第5053‒5055号一面連載の同名作品の改稿である）。「支那に遊んで、其山の容、河の
姿、其野色其樹影、其村落其人家、其塔其橋、其舟其帆などを見ると、嘗て読んだ
詩の句や、懸物で見た画の様が面のあたりに展べられたやうで、何となく懐かしい。
吾が生れぬ前に家を出た叔父に他郷で名乗合うた心地がする」（5：676）（田岡嶺雲
『数奇伝』玄黄社、1912年）。
25） 田岡嶺雲『数奇伝』玄黄社、1912年。
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二、「第二の革命」を起こせ
　明治青年の類型論にしたがえば、嶺雲はまさしく、明治維新直後に生ま
れ、「明治初期の動乱から自由民権運動をへて二十年のナショナリズムに至
る時代に、モラル
0 0 0
・バックボーン
0 0 0 0 0 0
を形成された」「政治青年」26）であり、明
治日本の西洋化の影響を受けながら人格と思想の形成期を過ごした一人で
ある。
　また、言うまでもなく、板垣退助（1837～1919）や植木枝盛（1857～
1892）など血気盛んな自由民権運動の闘士を輩出した土佐の政治的風土も、
少年嶺雲に大きな影響を与えた。創刊されたばかりの自由民権派の機関紙
『高知新聞』を早速購読し、自由民権の結社嶽洋社系の「社」に参加し、首
のみがテーブルの上に出ているにもかかわらず最年少として政談演説を行
なったことなどからして、年少の嶺雲にはいかにも政治熱に燃えていたか
が知れるだろう。嶺雲が最初に頭角を現したのは、文芸評論から始まった
のであり、樋口一葉（1872～1896）・泉鏡花（1873～1939）・徳田秋声（1872
～1943）などの才能をいち早く認め推奨した発見者の一人と見なされる27）。
文学評論のほか、その切れ味鋭い社会評論も独自の光彩を放った。とりわ
け、明治三十年代に入ってから、嶺雲は狭義の文芸評論から次第に遠ざか
26） 内田義彦「知識青年の諸類型」『日本資本主義の思想像』岩波書店、1967年、105頁。
「ただ一つ、政治青年といった場合の政治
0 0
は、たとえば、スミスとかリカード等の古
典期の経済理論家が経済学を政治
0 0
経済学Political economyとよんだ場合の政治的志
0 0 0 0
向
0
をさすので、政治の分野
0 0 0 0 0
にどの程度足をふみこんでいるかどうかは、直接には
0 0 0 0
関
係がない。つまり政治青年のワクは政治活動
0 0
を基準にして定めたものではないとい
うことだけは、誤解をさけるため始めにことわっておく」（同上、105‒106頁。傍点
は原文）。
27） 「嶺雲は極めて同情に富で居た。又善く天才を認識する天才であつた。初めて泉鏡花
の天才を認めて之を絶賛したのは彼である。今日こそ一葉女史の名が明治文壇に嘖々
たるが、文学界に「たけくらべ」が連載された時、其天才を讃嘆したのは実に彼れ
嶺雲であつた。（中略）徳田秋声が其才筆を初めて認められたのも亦嶺雲に依てゞあ
る」（笹川臨風「嶺雲臨終記」『中央公論』27‒10、1912年10月。田岡嶺雲著・笹川臨
風ほか編『嶺雲文集』玄黄社、1913年所収）。
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り、深刻な社会問題にメスを入れ、社会評論に一層力を注ぎ、政治の変革
者・文明批評家としての面目躍如といった趣があった。また、それがゆえ
に、彼の著作が発禁に次ぐ発禁の不幸に遭った。かつて解剖実習の指導教
師内村鑑三（1861～1930）による「偽君子となるな」（5：550）の一言が、
「予が水産伝習所の一年半中に於ける最大の獲物であるといつても宜い」
（5：550）と述懐するように、嶺雲は生涯この教えを実践していたと言え
よう28）。
　19世紀後半、とりわけ日清戦争後、日本の産業革命と資本主義化が急速
に進められ、それに伴い、労働問題や貧困問題など一連の社会問題が浮上
してきた。日本における最初の「社会主義」は、これらの社会問題に対す
る社会願望から出発し、新世紀を担う新しい思想として大きな注目を集め
た。こういった時代状況について、嶺雲は次のように描写している。
　十九世紀の所謂文明開化なるものは富者に厚きの文明也、自由の名
の下に貴賎の階級を打破せりと雖も、貧富の隔絶はこれによりて益々
太甚しきを加へたり。唯物文明の進歩に伴ふ器械の精巧は、労働者よ
り其職を奪ひ、文華の発達に伴ふ奢侈の風は、窮乏者を擠して彌々塗
炭に苦しましむ。（中略）今の文明は中流以上の徒を悪徳に陥るゝと共
に、下流社会のものを擠して悲惨の谷に落す。（1：403‒404）29）
　嶺雲から見れば、人々が困窮な境遇に陥ったのは自らの罪によるもので
はなく、「彼等の大半は、優勝劣敗の社会の大勢に敗れて然るに至りたるも
の、彼等の所謂罪悪なるものを犯すに至るは、寧ろ然るに至りて後にこれ
あるなり。嗚呼文明といふ莫れ、開化といふ莫れ」（1：571）30）。彼は「詩人
28） 田岡嶺雲『数奇伝』玄黄社、1912年。
29） 「下流の細民と文士」『青年文』2‒2、1895年 9 月10日。
30） 「ヒューマニチー」『青年文』2‒6、1896年 1 月10日。これと対照的な主張をしている
のは高山樗牛（1871～1902）である。「貧富の懸隔を以て社会の体制上免るべからざ
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文士同情を欠く可からず」（1：406）31）とし、「吾人は天下の文士が大に社会
の罪悪を暴露し来ると共に、更に大に其同情の涙を揮て人道の為めに泣き、
道義の為めに憤り、其絶叫大呼して警世の暁鐘となり、懲悪の震雷たらん
ことを望む」（1：403）32）と、社会の悪徳の告発を文学に求め、文学者が弱
者の筆と舌になるべきで、その同情を下層社会にも向けよと強く訴える。
　嗚呼々々天下最も其運命の悲惨にして、其生涯の最も憫むべきもの
は彼の下流社会の徒にあらずや。而して此悲惨の運命を歌ひ、この憫
むべきの生涯を描く〔、〕豈に詩人文士の事にあらざらむや。世は既に
才子佳人相思の繊巧なる小説に飽けり、侠客烈婦の講談めきたる物語
に倦めり、人は漸く人生問題に傾頭して神霊の秘密に聞かんとするの
今日、作家たるもの満腔の同情を彼等悲惨の運命の上に注ぎ、渾身の
熱血を其腕下の筆に瀉ぎて、彼等憫むべきの生涯を描き、彼等不告の
る結果なりとすれば、是の如き自然且つ正当なる発達を沮遏することは、取りも直
さず社会的体制の破壊を以て目せざるべからず。所謂る社会主義の如きは天理人道
に背戻せるものなり」（高山樗牛「社会問題に就きて」『太陽』1897年 9 月20日）。国
家主義の立場に立つ高山から見れば、「吾等は毫も国家事業として当に社会の劣者弱
者を保護すべき何等の理由を見ざるのみならず、社会進化の必然なる結果として、
国家的活動の勢力となる能はざるが如き不能者に向つて、彼等に値せざるの利益を
恵與するは、国家全体の幸福の上に於て断然有害無益なりと思惟するものなり。（中
略）世の所謂社会問題を論ずるもの、動もすれば貧弱者を庇保せむとするの余り、
一に罪を富強者に塗抹し、進むで社会制度の改革を奨励せむとするの口気に出づる
もの少からず。是の如きは社会生活に対する或る根本的曲解に出づるなからずや」
（高山樗牛「所謂る社会小説を論ず」『太陽』1897年 7 月20日、8月 5日）。また、こ
の点において、嶺雲は、1888年の高島炭坑事件などの「社会問題」にいち早く着目
し、ひたすら西洋に追随して日本の近代化を成し遂げようとする体制側の流れに抗
して社会の裏面を告発する役割を果たしていた政教社の主張に近いところがある。
すなわち、国家の機能を社会的弱者の保護・救済に求めるが、労働者自身の運動に
は否定的である。それに対して、民友社のほうは弱者の保護よりも産業の順調な発
達に関心が強くて、国家による社会政策よりも、労働者自身が組織化し力を蓄えて
労資協調を実現することに眼目を置いている。
31） 「詩人と同情」『青年文』2‒2、1895年 9 月10日。こういう主張の一層立ち入った展開
を見せたのは、「詩人と人道」（『日本人』18、1896年 3 月20日）である。
32） 「小説と社会の隠微」『青年文』2‒2、1895年 9 月10日。
田岡嶺雲とその時代 （朱）
101
民の為めに痛哭し、大息し、彼等に代りて何ぞ奮て天下に愬ふるを為
さゞる。（1：404‒405）33）
　
　また、嶺雲は早くも1896年頃から明治維新に次ぐ「第二革命」（2：302）
の必要を提起し、「政界革命」にしろ、「文界革命」」にしろ、「日本には早
晩一大革新来らざる可らざるなり」（2：176）とする34）。彼の一連の文章の
中で、最も社会主義的傾向を明らかにしたものは「社会問題」の一文であ
る35）。彼から見れば、維新の革命によって、「貴賎の門閥的階級」（2：519）
が打破されたが、現状ではさらに「第二の革命」（2：519）を起こして「貧
富の生計的階級」（2：519）を打破しなければならない36）。ここで嶺雲は初
めて「富閥」の打倒を「第二の革命」の任務の一つとして提起し、革命の
内容を具体的に示している。
　今日吾国に於て、富豪漸く勢力を増長し来らんとするは、大に憂ふ
べき事也。貧富の懸絶、漸く大ならんとするは大に憂ふべき事也。門
閥、自由の敵ならば、富閥も亦自由の敵也。門閥、平権の敵たらば、
富閥も亦平権の敵也。維新の革命をなしたる吾国民は、更に第二の革
命を富閥の上に加へざる可らざる也。彼の同盟罷工の如き、もと挙動
不穏とはいへ、亦富者専横の上に打撃を加ふるの一法也。吾人は寧ろ
彼の罷工者に同情する者也。日本鉄道機関方の同盟罷工の如き、確に
会社の非たるは言をまたざる也。（2：519）37）
33） 「下流の細民と文士」『青年文』2‒2、1895年 9 月10日。
34） 「偉人出でよ」『日本人』25、1896年 8 月20日。「新小説」『青年文』4‒2、1896年 9
月 5 日。「新春の第壹喝」『日本人』34、1897年 1 月 5 日。
35） 「社会問題」『文庫』9‒1、1898年 3 月20日。
36） 同上。
37） 同上。
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　1897年11月、嶺雲は『万朝報』38）の記者となり、ここで翌年 2月に入社し
た幸徳秋水（1871～1911）と同僚になり、後年「『平民新聞』創刊の時には
上京して彼等に文字上の援助を為すことを約した」（5：662）ほど、生涯
親交を交わした39）。嶺雲は確かに貧窮階級に対して同情と理解を示し、作家
に向かって社会問題に注目せよと叫び、社会問題小説化を大いに提唱して
きたが、「予は幸徳等とは親友であつた、予の思想の色彩は多少相似た所も
38） 黒岩周六（涙香）主宰の『万朝報』は、漢文調の硬い文体で書かれた政論中心の新
聞とは異なり、定価が安く、都市の近代的大衆を読者層として想定し、著名人のス
キャンダルをはじめ、市井の社会事件など「三面記事」を売り物にして部数を拡大
した代表的な新聞であり、「少なくとも明治三十三（一九〇〇）年ごろまで、東京で
発行の新聞中、最高の部数を誇っていた」（山本武利『近代日本の新聞読者層』法政
大学出版局、1981年、95頁）。明治三十二年ごろから黒岩が当時有数の思想家、宗教
家などを続々と入社させた「真の意図は、勇肌的論説による知識人読者の開拓にあ
ったことは明確だ。パンチのある三面記事によって下層読者や商人読者を吸収し、
経営基盤を確立した『万朝報』は読者層半径をさらに拡大させる一貫した意図のも
とに、いまだ手薄の知識人階層へ触手を伸ばしはじめたのである」（同上、98頁）と
いう。なお、嶺雲の退社（1898年 4 月末）直後、 5月に内藤湖南が入社した。どう
いう経緯で1897年 5 月に硬派の湖南が『万朝報』に迎えられたのかは明確でないが、
拡張期にあった『万朝報』には、日清戦争中、そして新領土台湾で『台湾日報』に
健筆を振るった中国問題の専門家の湖南を迎え、論説陣を補強し、読者層を広げよ
うとした意図があったかもしれない。
39） 田岡嶺雲『数奇伝』玄黄社、1912年。なお、嶺雲と秋水が文通をしきりにする親し
い仲だったことは、秋水の日記より垣間見ることができる。1899年 5 月に、嶺雲は
上海の東文学社に赴任した。同年の秋水の日記に、「上海なる田岡嶺雲へ書状を出
す、唯た近況をしらせやりし也」（ 9月22日）、「佐藤秋蘋遂に上海に赴きし由にて長
き手紙来る。田岡嶺雲の手紙も封じ込めたり。彼等が異郷邂逅の歓喜紙に溢る。殊
に感旧の情を増す」（11月 2 日）、「上海なる田岡嶺雲、佐藤勇作両人に手紙出す」（11
月 5 日）、「田岡嶺雲より手紙来れり」（11月23日）と綴られている（塩田庄兵衛編
『幸徳秋水の日記と書簡』未来社、1954年、98頁、99頁、108頁）。また、12月 5 日の
日記に、清国遊歴を終えた内藤湖南からのお土産について、「みやげとて後魏時代の
司馬某墓誌の石刷を贈らる。猶田岡嶺雲より湖南に託して黄山谷の書を送りし来れ
り」（同上、115頁）と記され、黄庭堅の書の愛好家の秋水のことを思い、嶺雲は清
国旅行中の湖南に託して送り届けたことがわかる（10月 9 日に、上海で湖南は剣峰・
嶺雲に会った）。さらに、1910年、大逆事件の検挙が始まり、6月に嶺雲がたまたま
湯河原天野屋で同宿の秋水の逮捕に立会った。翌年 1 月、秋水が死刑に処せられ、
2月、秋水の遺著『基督抹殺論』の跋文として嶺雲は「最後の別れに懐ふ」を寄せ
たが、公刊の際、当局の忌避により収録されなかった。
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有つたらう、併し予は所謂社会主義者なる名を被ることは欲しなかつた」
（5：661）40）と述懐するように、嶺雲は自身が社会主義者と見なされるのを
好ましくないようである。自らの思想的傾向について、後年、彼は次のよ
うに弁明している。
　予の思想を若し社会主義的なりとするも、夫は感情の上に建てられ
た社会主義である、理論でも学説でも無い。予の社会主義（といひ得
べくんば）は極めて簡単である。貧者に対する同情、只是だけである、
資本がどうの分配がどうの、そんな経済上の理屈は予には無い、強者
に対する反抗、弱者に対する同情、此が予の思想の基石である。若し
予に社会主義の何たるを教へたものがありとすれば、カール・マーク
スでも無い、クロポトキンでも無い、寧ろヴィクトル・ユーゴーであ
る、トルストイである、予の主義は科学から入つた者では無い、小説
から注入せられた芸術的社会主義とでも謂ふべき者である。幸徳等は
正統的な社会主義であつた、故に彼等は其主義として非戦論を唱へた。
予は開戦論者で、此点に於て既に予は社会主義者たる資格を缺いてゐ
た。（5：662）41）
三、「東洋文明の発揚」と「東亜の大同盟」
　明治開幕後に生まれた嶺雲は、維新体験のない「明治ノ青年」である42）。
40） 田岡嶺雲『数奇伝』玄黄社、1912年。
41） 同上。
42） 「天保ノ老人」と「明治ノ青年」との対概念は徳富蘇峰の語である。蘇峰は『第十九
世紀日本ノ青年及其教育』（のち『新日本之青年』と改題して刊行）・『将来之日本』
を相ついで出版して高い文名を得た。『新日本之青年』において、蘇峰は「明治ノ青
年ハ天保ノ老人ヨリ導カルゝモノニアラスシテ。天保ノ老人ヲ導クモノナリ」（植手
通有編『明治文学全集34　徳富蘇峰集』筑摩書房、1974年、118頁）と述べている。
しかし、色川大吉は「明治ノ青年」を「天保ノ老人」と対立させる規定は「あまり
有効でない」とし、さらに「明治青年の第一世代」と「明治青年の第二世代」に分
近代世界の「言説」と「意象」
104
彼は、文明開化の時代がすでに通り過ぎ、それにしたがって文明史論も凋
落した時期に、青年時代を送っていた。その頃は文明開化の一方的賞賛に
代わって、明治維新を相対化・対象化する言論が顕著となっていた43）。鹿鳴
館外交に象徴され、薩長を中心とした藩閥政府の主導による「欧化主義」
的近代化の徹底的組み換えを指向し、近代文明を主体的に受け止めようと
する動きのなか、明治二十年代から三十年代にかけて、西欧を範として平
民的改革を進めようとする「平民主義」と、民族の伝統を受け継ぎつつ国
民的改革を志向する「国粋主義」が、二つの代表的な思潮となった。嶺雲
は「国粋保存」を唱える政教社の同人にこそならなかったが、その主義主
張を認め、藤田剣峰や笹川臨風、白河鯉洋など「赤門文士」とともに機関
誌『日本人』（後継誌『亜細亜』）によく寄稿し、内藤湖南（1866～1934）、
長沢別天（1868～1899）、畑山呂泣（1866～1898）ら政教社第二世代とも仲
のよい関係にあったため、政教社系の「国粋主義」の系譜上にいると言え
よう44）。
けて定義しなおした。「明治青年の第二世代」に関しては、「大体において一八六〇
年代生まれのひとびと。かれらは明治十年代に人間としてのめざめを体験し、とく
に十年代後半、自由民権運動の後退期（反面では天皇制の確立期）にその思想と教
養の本格的な形成期をもった。この世代の特質は、なんといってもかれらの青春が、
わが国初期民主主義運動の挫折の時代と重なりあったということからくる、統一イ
デーの解体、問題関心の転換・分散化と、政治主義的価値意識への多様な懐疑をも
って登場してきたところにあろう。したがって、かれらの生き方も、前世代のよう
な一元的な政治への参加から、宗教・文学・哲学・芸術・教育・実業などへと現象
的には多様化している。しかしただひとつ、共通したモチーフがある。それは、か
れらが民権期に深く身内に蔵した宿命のようなナショナリズムである。それは、か
れらの青年時代が、政治運動の挫折後の、上からのいわゆる欧化の時代、風俗的に
は鹿鳴館時代にあたっていて、そうした軽佻な事態にたいして反発するうちに、文
化創造の分野におのが使命を見いだしていった論理のなかにも看取される」（色川大
吉『明治精神史』黄河書房、1968年。引用は色川大吉『明治精神史』（下）、岩波現
代文庫、2008年、71‒72頁）という。
43） 大久保利謙「民友社の維新史論」（『大久保利謙歴史著作集 7　日本近代史学の成立』
吉川弘文館、1988年）を参照。
44） 嶺雲が最初に書いた作品「『平民的短歌の発達』第二を読む」は『亜細亜』第61号に
掲載されている。家永三郎によれば、「田岡の思想は、国粋保存を叫ぶと同時に幸徳
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　嶺雲は、単なる「国粋保存」に満足せず、さらに一歩進んで「国粋発揚」
を大いに主張している45）。
　顧みて過去二十七年間の経歴を追憶すれば、其初めや日本国民は（中
略）徒らに泰西唯物的文明の光彩に眩惑せられて自国民族の国粋を自
省する能はざりき。明治二十年の比ひ其外馳の心は漸く内に省みるに
至り、従来の欧化主義の反動として国粋保存の風潮一時を傾靡せり、
実に新日本は、此時を以て冠の齢に達し、青年自識の期に達したるな
りき。爾来将さに十年に近くして、国粋保存の傾向は進みて国粋発揚
の新時代に入らむとす、国粋保存は猶泰西文明に対して、幾分か自家
の弱味を感じて、単に消極的に自家の国粋を保存せんとせしに過ぎざ
りしも、今や東洋も亦別に自ら東洋の文明ありて、五千年来の根柢を
有し、自家独得の長所を有するものなれば、東洋に国せる吾人日本国
秋水をして社会主義主張の論文を掲載せしめて奇としなかった『日本人』の復古的
革新的二重性格の雛型と見ることもできるのであった」（家永三郎『日本近代思想史
研究』東京大学出版会、1953年、255頁）という。なお、政教社の活動に関しては、
中野目徹『政教社研究』（思文閣出版、1993年）に詳しい。
45） 嶺雲の言う「国粋発揚」は政教社が主張する「国粋顕彰」と意味が一緒である。政
教社の掲げる「国粋主義」の中身について、志賀重昂は、「「日本人」が懐抱する処
の旨義を告白す」（『日本人』 2、1888年 4 月18日）、「日本前途の国是は「国粋保存
旨義」に撰定せざるべからず」（『日本人』 3、1888年 5 月 3 日）において詳しく論
じている。しかし、一年後、「余輩自ラ揣ラズ世ニ率先シテ国粋保存ノ旨義ヲ唱道ス
ルコト茲ニ一歳春陽帰リ来リテ大ニ感悟スル所アリ今ヨリ以往粛々タル鞭策ヲ振ヒ
奮起勇進シテ国粋顕彰ノ旨義ヲ取リ帝国ノ元気ヲ振作シ帝国ノ秀美ヲ開発シ兼ネテ
帝国ヲ萎坱スベキ政治、宗教、経済、社交、文学、技藝等諸般ノ弊風ヲ排除セント
欲ス（後略）」（『日本人』25、1889年 5 月18日）という同人の宣言および無署名の論
説「余輩国粋主義を唱道する豈偶然ならんや」（（『日本人』25、1889年 5 月18日）を
もって、主義主張が「国粋保存」から「国粋顕彰」に変更された。その経緯につい
て、三宅雪嶺は次のような記述を残している。「自分等が初め雑誌「日本人」を発行
した時、国粋保存を称へた。之は早急の場合であつて、間もなく其の誤りを知り、
国粋顕彰と改めた。保存に止まらず、日本民族の特長を発達し進歩させねばならぬ
とした。その点で徒らに保存するのは化石化する嫌ひを免れない。古人は古人とし
て尊重すべきところあるが、之を模倣し、真似するのみで得たりとしてはなるまい」
（三宅雄二郎「内藤湖南君のこと」『書藝』4‒9、1934年、23頁）。
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民は奮て之を発揮するの使命あることを識るに至りぬ。（1：305‒306）46）
　
　知的出発点が漢学にあった嶺雲においては、東洋対西洋の意識は一層強
かった。近代化（文明化）＝西洋化の大きな波のなかで、改めて東洋の価
値を考える必要があると嶺雲は考えた。彼は「支那は東洋文明の中心」（1：
309）であったことを認めながらも、日清戦争の勝利は「日本の東洋に覇権
を握るの第一着」（1：309）であり、「東洋の代表者にして東洋固有の文明
を煥発し、之を宇内に光被するの責任を有する」（1：309）と強調してい
る47）。
　単に西洋より輸入せられたるもの其まゝを以て安ぜず、別に東洋的
思想を根拠とせる東洋的の哲学なり、科学なり、美術なりを建立せざ
る可らず、以て之を宇内に発揚して大に東洋の真価を明にせざる可ら
ず。（中略）日本は将さに而立の齢に達せんとす、当に自家独得の東洋
文明を発揚せざる可らず、（中略）従て東洋文明の異彩を宇内に光被せ
しむべきものも吾人青年なり。（1：306‒307）48）
　そして、嶺雲は日本の異文化の吸収力に自信を持ち、「東西文明渾融同
化」（1：558）49）、「東西思想調和」（1：564）50）を日本の「天職」と見なし、
日本は「政治上に於て世界列国の盟主」になるとともに、「学界に於てまた
世界文明の大成者」にならなければならないと主張する51）。
46） 「明治二十八年の劈頭に於て青年の多望なる運命を想ふ」『青年文』1895年 2 月10日。
47） 「新漢学者」『青年文』1‒2、1895年 3 月10日。
48） 「明治二十八年の劈頭に於て青年の多望なる運命を想ふ」『青年文』1895年 2 月10日。
49） 「漢学復興の機」『帝国文学』2‒1、1896年 1 月 5 日。
50） 「漢学復興」『青年文』2‒6、1896年 1 月10日。
51） 明治末から大正初年にかけて、「日本国の天職」や「新日本の使命」などの言葉がし
ばしば登場するようになった。嶺雲の議論は、日本を「東洋に対しては西洋文明の
説明者」「西洋に対しては東洋文明の代表者」と位置づける大隈重信（1838～1922）
の「東西文明融合論」とは異なる。また、日本を「西洋の東洋への先駆者」「東洋の
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　十八世紀以前は東西両洋文明、単独の発達をなしたるの時なり、十
九世紀は東西両洋文明衝突の時なり。而して二十世紀以後は東西文明
渾融同化、新文明出来るの時代なりと。而して十九世紀、今や年を余
すこと僅に四年に過ぎざる而已、東西二文明渾融の大任を負へる日本
国民たるもの今日につとめざる可らず。吾人私に之を信ず、吾帝国は
実に此使命を天に授けられたるものと。見ずや、一昨年より昨年に渉
れる征清の事は、吾帝国をして東洋列国に超絶せしめたるに非ずや、
吾帝国は実に東洋列国の盟主たるべきの地歩を占めんとす、既に東洋
の盟主たり、東洋文明の光彩を発揮する〔、〕豈に其任に非ずや、而し
て更に進むで世界の中原に騁馳して其司命者たるべきの国民として、
東西文明の渾融者たり、更に世界的文明の大成者たらざる可らざるに
非ずや。嗚呼前途の希望洋々たる哉。（1：558）52）
　嶺雲にとって、日本が東洋の盟主になって東西文明を融合させ、世界文
明を大成させるということは目的ではあるが、その手段としては、同文同
種の「日清同盟」（2：435）であり、「東亜合同」（2：434）である。東亜
の聯合によってアジアを西欧列強の侵略と抑圧から解放しようとする嶺雲
の思想が体系的に展開されたのは「東亜の大同盟」の一文である。彼が設
西洋への弁護者」と見る内村鑑三の「日本国の天職論」とも異なる（大隈、内村の
議論について、野村浩一「近代日本における国民的使命観・その諸類型と特質―大
隈重信・内村鑑三・北一輝」『近代日本思想史講座』8、筑摩書房、1961年。同『近
代日本の中国認識―アジアへの航跡』研文出版、1983年所収を参照）。
52） 「漢学復興の機」『帝国文学』2‒1、1896年 1 月 5 日。嶺雲の議論を読み、類似する内
藤湖南の文化論を想起させる。湖南は「坤與文明」のなかに「日本の天職」を位置
付けている。「日本の天職は日本の天職なり、西洋の文明を介して、之を支那に伝
へ、之を東洋に弘むるにあらざるなり、支那の旧物を保ちて、之を西洋に售るにあ
らざるなり、我が日本の文明、日本の趣味、之を天下に風靡し、之を坤與に光被す
るに在るなり、我れ東洋に国するを以て、東洋諸国、支那最大と為すを以て、之を
為すこと必ず支那を主とせざるべからざる也」（内藤湖南「所謂日本の天職」『二十
六世紀』7、1894年 8 月25日。神田喜一郎・内藤乾吉編『内藤湖南全集』2、筑摩書
房、1971年、135頁）。
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定したロードマップは、まず日本・清国が同盟を結成して韓国からロシア
の勢力を追い出し、次に日韓清三国の同盟を作ってから、着々とフランス
からベトナム、英国からインドを解放し、最終的に東洋からすべての白人
種の勢力を排除することである。当面の膠州湾占領に関して、日本は対岸
の火事のように閑却してはいけないという。
　吾人は敢て清朝廷のためにとはいはず又辮髪の民のためにとはいは
ず、唯東洋の平和のために又我黄人種の運命のために吾国は須らく支
那に一臂を假し、正義を持して暴慢なる白人を挫かざる可らず。日本
は東洋の先覚者なり、東亜連衡の主動者たるべし。此をなすは日本の
天職なり、嗚呼日本の天職なり。（2：435）53）
　また、東亜三国の同盟について、嶺雲は、三国の現状をそのままでよい
と肯定していたわけではなく、同盟の力を高めるためにも、それぞれ改革
ないし変革が必要であると考えていた。日本は維新につぐ「第二の革命」
によって「藩閥」や「富閥」など一切の「閥閲」を打破するとともに、清
韓は戦争を含めての日本の「啓発」、「警醒」、「刺激」（2：434）があって
からこそ同盟の機運が熟するという。この連亜論は容易に「東洋盟主論」
と呼ばれる立場へと収斂されていくだろう。さらに、アジアのみならず、
嶺雲はアフリカや中南米の解放にも目を向けた。1893年に、彼はスペイン
からの解放を求めた第二次キューバ独立戦争にも参加しようと準備した。
おわりに
　以上、かねてから大陸雄飛の夢を抱いた嶺雲の三度の中国行、内政にお
53） 「東亜の大同盟（上）（中）（下）」『万朝報』1509、1511、1512、1897年11月25日、28
日、30日。
田岡嶺雲とその時代 （朱）
109
いて、社会問題に注目し、維新につぐ「第二の革命」（「富閥」の打倒）を
起こすよう強く訴える嶺雲の信念、外交において、「東洋文明の発揚」およ
び「東亜の大同盟」を提唱する彼の理念を分析してきた。こうして、嶺雲
の思想には、大陸雄飛的アジア主義と人道主義が社会主義的思想（萌芽的
な国家社会主義？）へと連続していくことが見えてくる。
　嶺雲が文学評論から出発し、そして、ある時期から社会評論・文明批評
へと重点をシフトしたのは、その感傷的稟性や反抗的気質のほか、それま
でに影響を受けた東西の面々の思想に多く因るものである。この中には、
「修身治国平天下」漢学思想、秋水らの目指す社会主義思想、老荘の虚無思
想、ショーペンハウアーの厭世哲学、ルソーの自然復帰思想、ハイネの理
想主義、ユーゴーやトルストイのヒューマニズムなどが含まれている。あ
る意味で、嶺雲は後世に言われるような社会主義の先駆者というよりも、
激動の明治時代の生んだ、反体制的な、東洋豪傑流の、志士タイプの文人
である。
　また、嶺雲の著作を見渡すと、論理的に体系を整えた文章が少なく、言
い捨てにした断簡が集積されているようである。この断片的な文章にこそ
彼の所論の中で最も光彩のある部分が含まれている一方で、「予の思想の経
過には或る矛盾が有るかも知れぬ」（5：713）54）と自省するように、彼の中
で思想的に前後錯綜、相矛盾していると思われる点が少なくない。彼の戦
争観、天皇制観、社会主義観などに関しては、家永三郎と西田勝の二人の
嶺雲研究の権威の間でも意見の齟齬が存在している。これらの問題のさら
なる解明を今後の課題としたい。
54） 「数奇伝補遺」『中央公論』1912年 8 月 1 日。
